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次の にあてはまる数値を答えよ．

下の図のように，袋 A，B，C それぞれの中に，0から 5の数字が記された玉が 3

個ずつ入っている．

さいころを投げて，1, 2, 3の目が出たら袋 Aから，4の目が出たら袋 Bから，5,

6の目が出たら袋 Cから，玉を無作為に 1つ取り出すという試行を考える．

(1) この試行を 1回行うとき，

( i ) 取り出した玉の数字が 0 である確率は
ア

イ
である．

(ii) 取り出した玉の数字が 2以下である確率は
ウ

エ
である．

(iii) 取り出した玉の数字が 1であった．このとき，この玉が袋 Bに入っていた確率

は
オ

カ
である．

(2) この試行を 2回行い，1回目に取り出した玉の数字を X，2回目に取り出した玉

の数字を Y とする．ただし，試行ごとに玉は元の袋に戻すものとする．

このとき，

( i ) X = 0 かつ Y = 5 である確率は
キ

クケ
である．

(ii) X + Y = 5 である確率は
コ

サシ
ある．

(iii) X+Y = 5であるとき，取り出した玉が袋Aと袋Cに入っていた確率は
ス

セ

である．

【答】
ア

1

イ

9

ウ

2

エ

3

オ

2

カ

5

キ

1

クケ

54

コ

7

サシ

54

ス

4

セ

7
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【解答】
試行を 1回行うとき，袋 A，B，Cから玉を取り出すという事象をそれぞれ A, B, C とし，

数字 k (k = 0, 1, 2, 3, 4, 5)が記された玉を取り出すという事象を Zk とする．このとき，袋
Aから数字 1が記された玉を取り出す確率は

P (A ∩ Z1) = P (A)PA(Z1) =
3
6

· 1
3

(
= 1

6

)
である．同じようにして，P (A∩Zk), P (B ∩Zk), P (C ∩Zk) (k = 0, 1, 2, 3, 4, 5)の値を
表にすると次のようになる．

Z0 Z1 Z2 Z3 Z4 Z5 計

A 0 3
6

· 1
3

3
6

· 1
3

0 0 3
6

· 1
3

1
2

B 0 1
6

· 2
3

0 1
6

· 1
3

0 0 1
6

C 2
6

· 1
3

0 2
6

· 1
3

0 2
6

· 1
3

0 1
3

計 1
9

5
18

5
18

1
18

1
9

1
6

1

(1) ( i ) 表より，求める確率 P (Z0)は

P (Z0) =
2
6

· 1
3

=
1

9
…… (ア，イの答)

である．
(ii) 取り出した玉の数字が 2以下であるという事象を Zk≦2 とすると，表より

P (Zk≦2) = P (Z0) + P (Z1) + P (Z2) =
1
9

+ 5
18

+ 5
18

=
2

3
…… (ウ，エの答)

である．
(iii) 求める確率は

PZ1(B) =
P (Z1 ∩B)

P (Z1)
=

P (B ∩ Z1)

P (Z1)
=

1
6

· 2
3

5
18

=
2

5
…… (オ，カの答)

である．
(2) 試行を 2回行い，1回目に取り出した玉の数字が X = i，2回目に取り出した玉の数字が
Y = j であるという事象をそれぞれ Xi, Yj とする．1回目と 2回目の玉の取り出し方は独
立であり，どちらの確率も上の表に従う．

( i ) 求める確率は

P (X0 ∩ Y5) = P (X0)P (Y5) =
1
9

· 1
6

=
1

54
…… (キ，クケの答)

である．
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(ii) X + Y = 5 となる組 (X, Y )は

(X, Y ) = (0, 5), (1, 4), (2, 3), (3, 2), (4, 1), (5, 0)

であり，求める確率は

1
9

· 1
6

+ 5
18

· 1
9

+ 5
18

· 1
18

+ 1
18

· 5
18

+ 1
9

· 5
18

+ 1
6

· 1
9

=2×
(

6 + 10 + 5
182

)

=
7

54
…… (コ，サシの答)

である．
(iii) 「X + Y = 5かつ取り出した玉が袋 Aと袋 Cに入っていた…… (∗)」という事象の組
を調べる．
A ∩ Zk, C ∩ Zk (k = 0, 1, 2, 3, 4, 5) をそれぞれ Ak, Ck と略記すると，P (A0) =

P (A3) = P (A4) = 0，P (C1) = P (C3) = P (C5) = 0であるから，(∗)を満たすのは
(X, Y ) = (0, 5)のとき，(X0, Y5) = (C0, A5)のみである．
(X, Y ) = (1, 4)のとき，(X1, Y4) = (A1, C4)のみである．
(X, Y ) = (2, 3)となることはない．
(X, Y ) = (3, 2)となることはない．
(X, Y ) = (4, 1)のとき，(X4, Y1) = (C4, A1)のみである．
(X, Y ) = (5, 0)のとき，(X5, Y0) = (A5, C0)のみである．

であり，この確率は

1
9

· 1
6

+ 1
6

· 1
9

+ 0 + 0 + 1
9

· 1
6

+ 1
6

· 1
9

= 4
9 · 6 = 2

27

よって，求める条件付き確率は

(∗)の確率
(ii)の確率

=

2
27
7
54

=
4

7
…… (ス，セの答)

である．


